
（別紙３）

～ R8　年　３　月　31　日

（対象者数） 32 （回答者数）
7

～ R8　年　４　月　１５　日

（対象者数） 14 （回答者数）
14

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き行っていく。

2

引き続き行っていく。

3

引き続き行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 こちらから招くような機会を設ける。

2

3

○事業所名 みつばち加神アフタースクール

○保護者評価実施期間
R8　年　3　月　16　日

○保護者評価有効回答数

R8　年　４　月　１　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8　年　４　　月　26　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域とのかかわり。 町会の活動が弱く、参加しにくい。

学校、行政、基幹センター、貝塚市放課後等デイサービス・児

童発達支援連絡会との連携が強い。

細かなことも相談するようにし、事業所だけで抱えないように

している。

色んな立場の見解や見立てを支援の参考にしている。

個々に応じた悩みや必要な支援を、時間や曜日に関係なくでき

る範囲で応えている。

不登校の利用や、学校への送迎などを行っている。

サービス提供時間外の物はボランティアで行っている。

利用者と保護者に寄り添った伴走型の支援が得意。 保護者の話を聞くときは、時間を決めずに満足いくまで話して

もらうようにしている。満足するまで話すことで、だいたいの

保護者はスッキリできている。

子どもの話は、気持ちを言語化することで整理していってい

る。

事業所における自己評価総括表公表


